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令和６年度神栖市地域医療体制に係る意見交換会 サマリー 

 

１　日時・場所　　令和６年５月２２日（水）１９：００～２０：３０ 

　　　　　　　　　神栖市役所３階　３０１会議室 

 

２　出席者　　　　42 人（市内医療機関 19 人、消防本部 1人、随行者 10 人、神栖市 12 人） 

※別添名簿のとおり 

 

３　会議結果　　　石田進神栖市長と茨城県立中央病院名誉院長永井秀雄医師の挨拶の後、

事務局から出席者を紹介。続いて、永井医師が座長を努め、議事が進行

された。事務局による資料説明の後、意見交換を行った。 

（まとめ） 

 

　　　○小児診療体制では、市内小児救急の診療体制が変更されたことを踏まえ、拠点医療

機関と診療所の役割分担や連携のあり方について次のとおり確認した。 

　　　　　①神栖済生会病院における夜間の電話連絡体制の改善を図る 

　　　　　②神栖済生会病院は地域小児救急センターとして診療所をバックアップする 

　　　　以上について、神栖済生会病院からは、現行を検証し、適切に対応する旨の回答が

なされた。 

 

○医療機関から、交通弱者の通院時の交通手段の確保等について要望があり、今後の

検討課題とされた。 

 

　　　○医療人材の不足は、特に救急受入医療機関で顕著に表れており、看護師だけでなく、

その他のコメディカルの確保も困難な状況を共有。市外の医療機関では、外国人材

の確保に向けた積極的な動きも見られ、今後実効策を検討する必要性が確認された。 

 

　　　○市内の医療機関においては、医師の働き方改革による大きな影響は表れていない。

一方で、市外の３次救急医療機関では、医師の働き方改革の推進による周辺地域で

の救急受入縮小に伴い、救急受入要請が増大しており、周辺地域における２次救急

医療体制の一層の強化が求められている現状を共有した。 

 

　　　○救急医療では、消防本部から地域での軽症患者受入体制を強化していきたいとの意

見や、医療機関から昨年度の熱傷・薬傷症例検討会を生かして患者受入に努めたい

との意見が挙がった。また、市外の３次救急医療機関から、高度急性期を脱した患

者や、いわゆる「救急の下り搬送」の市内受入体制の整備が求められていることを

共有した。 
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